






昇給の優先順位

①最低賃金法への対応

②法改正への対応（例：同一労働同一賃金の実現のために、パートタ
イマーに通勤手当を払う）

③若手の昇給（初任給の相場に負けないため）

④中高年の昇給（貢献度に応じてメリハリを付ける）


